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１．背景 

コロナ禍を経て、我々は多様な働き方を目にするようになっ

た。たとえば、テレワークによる在宅勤務やビデオ会議による

ミーティングなど、時間や場所に制約のない新しい働き方が普

及してきている。しかし、法改正による2024年問題は、物流・

運送、建設業界や医療現場などで大きな影響を与えると予想さ

れる。具体的な規制には、年次有給休暇の時季指定、時間外労

働時間の制限、非正規雇用労働者との待遇差の禁止などが含ま

れる。そのため、企業では働き方改革に力を入れている。厚生

労働省によると、働き方改革とは、働く人々が個々の事情に応

じた多様で柔軟な働き方を自分で「選択」できるようにするた

めの改革である。つまり、従来の企業中心の経営から従業員中

心の経営への転換が求められている。 

 

２．研究への問い 

これまでの働き方は、仕事と家庭（プライベート）を分けて

考え、企業の従業員は通常、会社のオフィスや現場でほとんど

の時間を過ごしていた。従業員は労働の対価として賃金を受け

取り、それによって家計を支えることが一般的なサラリーマン

家庭の実情であった。つまり、個人の視点は存在せず、仕事と

プライベートは分離した状態である。近年、多様化や少子化な

ど、働き方を取り巻く環境は大きく変化している。そのため、

従来の契約形態や制度を見直し、新しい働き方を模索する動き

が出ている。サービスドミナントロジックでは、価値は顧客と

の共創から生まれ、企業は価値が提供できないとされる[1]。

働き方改革の文脈では、従業員それぞれが多様な価値を持ち、

その価値は従業員と企業との共創によって生まれると言える。

ウェルビーイング研究によってさまざまな理論が明らかにな

っているが、実際に働き方改革が従業員にどのような価値をも

たらしているかを明らかにする研究はまだ少ない。そこで本研

究ではウェルビーイングの先行研究を調査し、事例分析を通し

て働き方改革の成功要因を明らかにする。具体的には多様で柔

軟な働き方を自分で選択するための主観性について論じる。 

 

３．先行研究 

WHOは、健康を「身体面、精神面、社会面において良好な状

態（ウェルビーイング）にあること」と定義し、これがウェル

ビーイングの定義の元とされる [2]。広義には幸福、健康、福

祉、福祉などを意味する。 

近年、政府が掲げるビジョンにおいてもウェルビーイングが

重要視されている。たとえば、Society5.0は、一人ひとりの多

様な幸せを実現できる社会を目指している。また、デジタル田

園国家構想においてもLiveable Well-being City指標が示され、

まちのウェルビーイングを評価する試みが行われている[3]。 

ウェルビーイング研究は心理学を中心に多数存在し、ウェル

ビーイングを向上させる決定因子には自己的、社会的、超越的

の3つが存在し、感性を対象とした研究との親和性が高い[4]。 

主観的ウェルビーイングに関係する心理的要因は29種類存

在し [5]、これらに基づく幸せの4つの因子が示されている[6]。

具体的には「自己実現と成長」、「つながりと感謝」、「まえ

むきと楽観」、「独立とマイペース」の因子である。 

 

 ４．仮説 

働き方改革においては、働く人々が多様で柔軟は働き方を選

択できる。その結果、従業員である「自分」が価値共創の主体

となり、企業や家庭に積極的に関わる。働き方改革の結果、図

1に示すように、企業とプライベートを分け隔てることなく、

自分を中心として主観的にポジティブな状態を形成している

と考えられる。これは、仕事の中に生きがいや充実感を求め、

自分を表現できる状態である。これにより、働く人々の事情に

応じた選択が可能になると考えた。また、ウェルビーイングは

主観的因子に影響を受けるため、働き方改革を幸せの4つの因

子によって説明できると考えた。 

 

図1.働き方を取り巻くポジティブな状態 
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５．検証 

仮説を検証するために、厚生労働省が公開している中小企業

の働き方改革の取り組み事例を分析対象とする[7]。公開され

ている167社の事例はインタビュー形式の記事で、中小企業の

働き方改革が紹介されている。経営者や従業員の視点で働き方

改革について語られている。分析は以下の手順で行なった。 

 

1. 公開されている事例からテキスト全文をWordファイルに

コピー＆ペーストし、データクレンジングを実施 

2. テキストマイニング（KH Coder）を使い、共起ネットワー

ク分析を実施[8] 

3. 分析結果から主観的要因を特定 

4. 主観的記述に対する幸せの4因子による分類 

5. 該当する文章に対する価値の考察 

 

 図2は共起ネットワーク分析の結果である。使用した総抽出

語は141,258、使用した異なり語数は10,792である。共起ネッ

トワーク分析は上位200語を使用してJaccardで描画を行なっ

た。その結果、以下の6つのサブグラフが確認できた。01働き

方改革の取り組み、02有給などの制度、03人材活用、04業務効

率化、05社員などの人、06生産性向上。具体的な施策に関連す

るサブグラフが多い中で、05のサブグラフに「自分」という主

観的要因が出現した。この「自分」に関連する257の文章を確

認し、その中で語りを中心とした主観的記述が見られた。その

後、これらの257の文章を対象とした幸せの4因子による分類を

行なった。表2はその結果である。 

 

 

図2.共起ネットワーク分析の結果 

 

表1.「自分」を含む文章を対象とした幸せの4因子による分類 

幸せの4因子による分類 文章 割合 

自己実現と成長 108 40.02％ 

つながりと感謝 45 17.51％ 

まえむきと楽観 25 9.73％ 

独立とマイペース 79 30.74％ 

 257  

６．考察 

幸せの4因子の分類にもとづき、該当する文章における当事

者が享受している価値に関する考察を行う。 

 

自己実現と成長 

「自己実現と成長」に該当する文章は108個あった。これら

にはコンピテンス、社会の要請、個人的成長、自己実現に関す

る価値を述べている特徴が見られた。以下に一例を示す。 

 

「育児や介護、勉強や趣味など、だれもが自分の人生の時間

を大切にしながら長く働き続けることができる会社を目指

している」 

「入社した社員は、簡単にやめたりせずに、仕事に自分の居

場所を見つけようと、じっくり取り組んでいく」 

「目的を共有し、自分は何ができるか考えて行動することで、

全体が動きます」 

 

これらは自己的な要因を含んでおり、仕事を通して自身の自

己実現や成長を望む姿勢がうかがえる。また、日本には仕事を

通して成長し、自分の夢を叶えようとする文化があるという発

言もあった。他の3因子の結果、自己実現や成長を伴う場合も

あるため、明確に分けることが適切かどうかは議論が必要であ

る。 

 

「自分たちの仕事によって“未来をよくしていく価値観を作

る”こと」 

 

一方、自分という枠を超えて未来をよくしたいという希望や

意志が現れており、超越的な要因も含まれることが示唆される。 

 

つながりと感謝 

「つながりと感謝」に該当する文章は45あった。これらには

人を喜ばせる、愛情、感謝、親切に関する価値を述べている特

徴が見られた。以下に一例を示す。 

 

「地域がよくならなければ、自分たちの会社はよくならな

い」 

「こういう時代が来るからと自分が旗を掲げて、対話を重ね

ながら少しずつ集まってもらう」 

「確かに売り上げの数字を上げるのも貢献ですが、そればか

りでなく、自分も成長し、新人を育てるのも貢献の一つだと

思っています」 

 

 これらから他者との相互関係によって利他的価値を享受し、

自身のウェルビーイングを実現しようとする姿勢がうかがえ

る。また、他者は人だけでなく会社や地域といった組織体に対

しても生じることが示唆される。 

 

「自分の子どものための時間を犠牲にすることはやめてほ
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しい」 

「お互いをリスペクトし、一緒に泣き笑いしながら仕事に励

み、社員が自分の子供を働かせたいと思えるような会社にし

ていきたい」 

 

 一方、他者を思う発言や会社の持続可能性に関する希望に言

及し、超越的な要因もうかがえる。組織構造によっては経営者

など部下に対する関係性も価値に影響を与えてくることが示

唆される。 

 

まえむきと楽観 

「まえむきと楽観」に該当する文章は25個あった。これらには

楽観性、気持ちの切り替え、積極的な他者関係、自己受容に関

する価値を述べている特徴が見られた。以下に一例を示す。 

 

「自分の違和感が間違っていなかったことを確信した」 

「自分自身がワクワクして楽しく仕事をしていないと、良い

物は絶対に作れない」 

「世界の人たちを生き生きとさせたいならば、自分たちがい

きいきしていなければならない」 

 

 これらから自分を中心としながら、多種多様な仕事に対す

るモチベーションがうかがえる。また、この因子には、ワク

ワク、イキイキなどの感性価値が反映していることが示唆さ

れる。今後の研究が期待できる領域である。 

 

「働き方について考えなおし、自分の時間を大事にしてほし

いと従業員に残業を禁止している」 

 

一方、働き方に対して考え直した経営者の発言から、社員に

対する思いやりがうかがえる。従業員、管理者、経営者などの

立場によって価値が変わってくることが示唆される。 

 

独立とマイペース 

「独立とマイペース」に該当する文章は79個あった。これら

には社会的比較のなさ、制約の知覚のなさ、自己概念の明確傾

向、最大効果の追求に関する価値を述べている特徴が見られた。

以下に一例を示す。 

 

「仕事中は無駄をなくし、自分の時間も大切にしながら仕事

を楽しむことができる」 

「役割を分担して子どもの面倒を見ていることもあり、それ

ぞれ自分の時間を過ごせている」 

「若い従業員には自分で気づき、自分から疑問を投げかけて

くるような姿勢を持ってほしい」 

 

 これらから会社に従属せず、自分の時間を優先する姿勢や自

分のやり方で会社に貢献する姿勢がうかがえる。自分中心の視

点で仕事やプライベートを定義できることが示唆される。 

７.結論 

本論文では、働き方改革におけるウェルビーイングに焦点を

当て、価値共創の主体である「自分」が企業や家庭に対して積

極的に関わるという仮説を立て、中小企業の事例を対象に検証

を行った。具体的には「自分」という言葉を含む文章を抽出し、

ウェルビーイングの分類と関連する価値について考察を行な

った。その結果、企業や家庭に対する主観的な価値が確認でき

た。つまり、働き方改革とは、従来の働き方の概念を「自分」

を中心に再構築することが成功の鍵であると言える。これらの

ことから、働き方改革におけるウェルビーイングの実現するた

めには、自分が企業や家庭と積極的に関わり、主観的な関係を

形成し続けていくことが必要である。 
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